
令
和
五
年
度
学
力
検
査
問
題

国

語

�
（
人
文
学
部
）前
期
日
程

（
問
題
紙

一
〜
十
六
ペ
ー
ジ

別
紙
解
答
用
紙
枚
数

一
枚
）

解
答
時
間

一
二
〇
分

注

意

事

項

一
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二
、
本
冊
子
の
ペ
ー
ジ
数
は
右
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
落
丁
、
乱
丁
、
印
刷
不
鮮
明
の
箇
所
な
ど
が
あ
る
場
合
は
申

し
出
る
こ
と
。

三
、
解
答
は
す
べ
て
別
紙
解
答
用
紙
の
そ
れ
ぞ
れ
の
解
答
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。

四
、
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
欄（
二
箇
所
）に
、
忘
れ
ず
に
本
学
の
受
験
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

五
、
試
験
場
内
で
配
布
さ
れ
た
問
題
冊
子
は
試
験
終
了
後
持
ち
帰
る
こ
と
。

◇Ｍ１（７０１―１）



一

ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
の
ナ
イ
キ
が
二
〇
二
〇
年
一
一
月
と
二
〇
二
一
年
五
月
に
公
開
し
た
Ｃ
Ｍ
に
対
し
て
、
日
本
社
会
に
お
け
る
差
別
に
つ
い
て

の
激
し
い
論
争
が
生
じ
た
。
次
の
文
章
は
、
こ
の
論
争
を
差
別
主
義
、
反
差
別
主
義
、
反
・
反
差
別
主
義
の
問
題
と
位
置
づ
け
て
分
析
し
た
も
の
の

一
部
で
あ
り
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
反
・
反
差
別
主
義
者
の
用
い
る
戦
術
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
説
明
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
以
下
の
文
章
を
読

ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。）

◇Ｍ１（７０１―２）― １ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



◇Ｍ１（７０１―３）― ２ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



◇Ｍ１（７０１―４）― ３ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



◇Ｍ１（７０１―５）― ４ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



（
伊
藤
昌
亮『
炎
上
社
会
を
考
え
る

自
粛
警
察
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
ま
で
』よ
り
。
出
題
に
際
し
原
文
を
一
部
改
め
た
。）

〔
注
〕
＊
彼
ら＝

こ
こ
で
は
、
反
・
反
差
別
主
義
者
の
こ
と
。

＊
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク＝

事
実
確
認
。

＊
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
運
動＝

植
民
地
支
配
か
ら
独
立
し
た
あ
と
の
旧
植
民
地
が
抱
え
る
問
題
を
提
起
し
、
解
決
し
よ
う
と
す
る
思
想
運

動
。

＊
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム＝

右
翼
に
よ
る
大
衆
迎
合
的
な
政
治
思
想
。

＊
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン＝

近
代
の
価
値
を
批
判
し
て
そ
こ
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

＊
レ
イ
シ
ス
ト＝

人
種
差
別
主
義
者
。

◇Ｍ１（７０１―６）― ５ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



問
一

傍
線
部

に「
知
識
の
点
で
歯
が
立
た
な
い
相
手
で
あ
る
先
生
に
対
し
て
生
徒
た
ち
が
ど
う
立
ち
向
か
う
か
」と
あ
る
が
、「
生
徒
た
ち
」の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
適
切
で
な
い
も
の
を
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
。

ア

リ
ベ
ラ
ル
派
に
繰
り
返
し
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
さ
せ
て
疲
弊
さ
せ
る
。

イ

陰
謀
論
的
な
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
考
案
に
よ
っ
て
活
気
づ
く
。

ウ

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
や
陰
謀
論
の
利
用
価
値
に
無
自
覚
で
あ
る
。

エ

偽
情
報
に
よ
っ
て
リ
ベ
ラ
ル
派
を
混
乱
さ
せ
る
。

オ

知
的
論
争
を
避
け
て
実
証
の
手
続
き
を
無
化
す
る
。

問
二

傍
線
部

に「
原
理
的
な
違
い
」と
あ
る
が
、
素
朴
な
差
別
主
義
と
反
・
反
差
別
主
義
に
は
い
か
な
る
違
い
が
あ
る
の
か
。
違
い
が
わ
か
る
よ

う
に
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

問
三

空
欄

Ｘ

Ｙ

に
入
る
最
も
適
当
な
語
句
を
本
文
中
よ
り
抜
き
出
し
て
記
せ
。

問
四

傍
線
部

に「
反
・
反
差
別
主
義
に
対
し
て
は
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
意
識
す
る
こ
と
も
あ
ま
り
な
く
、
と
い
う
よ
り
も
素
朴
な
差
別
主
義

と
区
別
し
て
考
え
よ
う
と
す
る
こ
と
も
あ
ま
り
な
く
、
両
者
を
一
緒
く
た
に
し
て
捉
え
て
し
ま
っ
て
い
る
」と
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

リ
ベ
ラ
ル
派
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
の
か
を
四
〇
字
以
内
で
述
べ
よ
。

問
五

ａ

〜

ｄ

の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
改
め
よ
。

◇Ｍ１（７０１―７）― ６ ―



二

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。）

【
文
章
Ａ
】は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
か
ら
帰
国
し
た
漫
画
家
の
根
本
進
が『
朝
日
新
聞
』（
一
九
六
〇
年
五
月
四
日
）に
寄
稿
し
た
ス
ケ
ッ
チ
入
り
の
文

章
の
一
部
で
あ
る
。【
文
章
Ｂ
】は
、
一
九
六
〇
年
三
月
か
ら
約
一
年
間
、
京
都
大
学
と
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
の
交
換
教
授
と
し
て
西
ド
イ
ツ
に
滞
在

中
だ
っ
た
国
語
学
者
の
遠
藤
嘉
基
が
、
国
語
教
育
学
者
の
西
原
慶
一
に
宛
て
た
手
紙
と
い
う
体
裁
で
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

◇Ｍ１（７０１―８）― ７ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



（
根
本
進「
ベ
ル
リ
ン
の
大
人
た
ち

ナ
ポ
リ
の
こ
ど
も
た
ち
」よ
り
。『
朝
日
新
聞
』一
九
六
〇
年
五
月
四
日
朝
刊
）

【
文
章
Ｂ
】

◇Ｍ１（７０１―９）― ８ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



◇Ｍ１（７０１―１０）― ９ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



◇Ｍ１（７０１―１１）― １０ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



（
遠
藤
嘉
基「
ベ
ル
リ
ン
通
信
」よ
り「
西
原
慶
一
先
生
へ
」。
出
題
に
際
し
文
章
の
一
部
を
改
め
た
。）

〔
注
〕
＊
東
西
ベ
ル
リ
ン
へ
の
通
行
は
自
由
な
の
だ
が＝

一
九
六
〇
年
当
時
、
西
ベ
ル
リ
ン
と
東
ベ
ル
リ
ン
の
往
来
は
自
由
だ
っ
た
。
東
西
ベ
ル
リ

ン
間
の
通
行
が
遮
断
さ
れ「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」の
建
設
が
始
ま
る
の
は
、
翌
一
九
六
一
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。

＊
マ
ル
ク＝

当
時
の
ド
イ
ツ
の
通
貨
単
位
。

＊
公
用
の
旅
券＝

国
会
議
員
や
公
務
員
が
公
務
で
渡
航
す
る
際
に
発
給
さ
れ
る
パ
ス
ポ
ー
ト
。
筆
者
は
外
務
省
の
計
画
の
一
環
で
渡
航
し

た
。

＊
パ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン＝

一
九
三
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
航
空
会
社
だ
っ
た「
パ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
」

の
こ
と
。
な
お
、
米
英
仏
の
占
領
地
区
で
あ
る
西
ベ
ル
リ
ン
に
は
、
西
ド
イ
ツ
の
航
空
会
社
が
就
航
で
き
な
か
っ
た
。

＊
パ
リ
ー
会
談＝

一
九
六
〇
年
五
月
一
六
日
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
東
西
首
脳
会
談
。
開
催
直
前
の
五
月
一
日
に
、
ソ
連
の

領
空
に
侵
入
し
た
ア
メ
リ
カ
の
偵
察
機
Ｕ
�
型
機
が
撃
墜
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
た
め
、
会
談
は
決
裂
し
、
打
ち
切
ら
れ
た
。

＊
蠟
山
政
道＝

日
本
の
政
治
家
、
政
治
学
者（
一
八
九
五
―
一
九
八
〇
）。

＊
根
本
進
が〈
朝
日
〉に
寄
稿
し
た
文＝

【
文
章
Ａ
】を
指
す
。

◇Ｍ１（７０１―１２）― １１ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



問
一

傍
線
部

に「
東
と
西
と
の
接
触
点
と
い
う
、
そ
こ
か
ら
来
る
不
安
か
ら
逃
れ
る
た
め
で
し
ょ
う
か
」と
あ
る
が
、
こ
の「
不
安
」の
要
因
は
ど

の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
。
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
、
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
を
二
つ
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
。

ア

ベ
ル
リ
ン
が
東
洋
と
西
洋
の
接
触
点
に
あ
る
こ
と
。

イ

西
ベ
ル
リ
ン
が
東
ド
イ
ツ
の
中
に
あ
る
こ
と
。

ウ

西
ベ
ル
リ
ン
に
米
英
仏
の
軍
隊
が
駐
留
し
、
東
に
ソ
連
の
兵
営
が
あ
る
こ
と
。

エ

物
資
が
東
か
ら
も
西
か
ら
も
流
れ
て
い
る
こ
と
。

オ

西
ベ
ル
リ
ン
が
経
済
封
鎖
に
あ
っ
て
い
た
こ
と
。

カ

東
西
で
の
戦
争
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
。

問
二

傍
線
部

に「
こ
の
よ
う
な
情
景
」と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
し
て
い
る
か
。
三
〇
字
以
内
で
具
体
的
に
述
べ
よ
。

問
三

空
欄

Ｘ

Ｙ

に
そ
れ
ぞ
れ
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
語
句
を
、
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
。
な

お
、
同
じ
記
号
の
空
欄
に
は
同
じ
語
句
が
入
る
。

ア

英

才

イ

音

声

ウ

外
国
語

エ

国

語

オ

文

字

カ

語
学
力

キ

集
中
力

ク

注
意
力

ケ

直
感
力

コ

判
断
力

問
四
【
文
章
Ａ
】の
波
線
部
に「
イ
ケ
ス
の
中
の
魚
」と
あ
る
が
、
こ
れ
は
何
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
か
。【
文
章
Ａ
】お

よ
び【
文
章
Ｂ
】か
ら
わ
か
る
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
八
〇
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

◇Ｍ１（７０１―１３）― １２ ―



三

次
の
文
章
は『
蜻
蛉
日
記
』の
一
節
で
あ
る
。
書
き
手
で
あ
る
藤
原
道
綱
母
の
母
親
は
長
わ
ず
ら
い
の
す
え
に
秋
の
初
め
頃
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
藤
原
道
綱
母
は
喪
に
服
し
て
四
十
九
日
の
法
事
を
済
ま
せ
た
。
こ
の
文
章
は
そ
の
後
の
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え

よ
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。）

（『
蜻
蛉
日
記
』よ
り
）

◇Ｍ１（７０１―１４）― １３ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



〔
注
〕
＊
果
て
の
こ
と＝

服
喪
の
終
わ
り
の
法
事
。
こ
こ
で
は
、
一
周
忌
の
法
事
。

＊
導
師＝

法
会
を
と
り
し
き
る
僧
。

＊
う
つ
た
へ
に＝

こ
こ
で
は
、
下
に
打
ち
消
し
を
と
も
な
い
、「
い
ち
ず
に
」の
意
を
表
す
。

＊
鈍
色
の
も
の
ど
も＝

喪
服
な
ど
。
鈍
色（
濃
い
ね
ず
み
色
）は
喪
服
に
用
い
ら
れ
た
。

は
ら

＊
藤
衣＝

麻
布
で
作
っ
た
喪
服
。
川
に
流
し
て
お
祓
い
を
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
。

＊
琴
お
し
の
ご
ひ
て＝

琴
に
積
も
っ
た
ち
り
を
払
う
こ
と
。

＊
あ
な
た
よ
り＝
叔
母
の
ほ
う
か
ら
。

問
一

傍
線
部
「
せ
う
と
」、
傍
線
部
「
も
の
お
ぼ
え
ず
な
り
て
」、
傍
線
部
「
い
み
じ
う
泣
か
る
れ
ば
」を
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
語
訳
せ
よ
。

問
二

和
歌「
藤
衣
流
す
涙
の
川
水
は
き
し
に
も
ま
さ
る
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
」に
は「
流
す
」が
掛
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
う

一
つ
掛
詞
が
あ
る
。

そ
の
語
を
抜
き
出
し
、

何
と
何
が
掛
か
っ
て
い
る
か
適
宜
漢
字
を
ま
じ
え
て
そ
れ
ぞ
れ
記
せ
。

掛
詞
に
注
意
し
な

が
ら
こ
の
和
歌
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

問
三

傍
線
部
「
い
ま
は
と
て
弾
き
い
づ
る
」に
つ
い
て
、
な
ぜ
今
に
な
っ
て「
道
綱
母
」が
そ
う
し
た
と「
叔
母
」は
思
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
説

明
せ
よ
。

問
四
『
蜻
蛉
日
記
』は
日
記
文
学
と
呼
ば
れ
る
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
で
あ
る
。
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら（
Ａ
）も
っ
と
も
古
く
成
立
し
た
作
品
と
、

（
Ｂ
）も
っ
と
も
新
し
く
成
立
し
た
作
品
を
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
記
せ
。

ア
『
十
六
夜
日
記
』

イ
『
和
泉
式
部
日
記
』

ウ
『
蜻
蛉
日
記
』

エ
『
更
級
日
記
』

オ
『
土
佐
日
記
』

カ
『
紫
式
部
日
記
』

◇Ｍ１（７０１―１５）― １４ ―



四

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
設
問
の
都
合
で
送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ

ろ
が
あ
る
。）

（
張
耒「
鴻
軒
記
」よ
り
）

◇Ｍ１（７０１―１６）― １５ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



〔
注
〕
＊
弋
人＝

糸
を
つ
な
い
だ
矢
で
鳥
を
射
る
狩
人
。

＊
慕＝

欲
し
が
る
。

＊
鴻＝

か
り
。
秋
に
来
る
大
型
の
渡
り
鳥
。

＊
戇
暗＝

お
ろ
か
。

＊
譴
辱＝

し
か
り
と
が
め
、
悪
し
ざ
ま
に
の
の
し
る
こ
と
。

＊
聖
世＝
す
ぐ
れ
た
天
子
の
治
め
る
世
。

＊
泥
塗＝

ど
ろ
。

＊
升
斗＝

わ
ず
か
な
俸
給
。

＊
己
卯＝

元
符
二
年（
一
〇
九
九
）。

＊
庚
辰＝

元
符
三
年（
一
一
〇
〇
）。

＊
嗷
嗷＝

こ
こ
で
は
数
多
く
の
鴻
が
悲
し
げ
な
声
で
鳴
く
さ
ま
。

＊
陂
沢＝

湿
地
帯
。

＊
唯＝

は
い
。
こ
こ
で
は
了
解
の
返
事
。

問
一

空
欄（
ａ
）（
ｂ
）（
ｃ
）（
ｄ
）（
ｅ
）に
入
る
送
り
仮
名
を
カ
タ
カ
ナ
で
答
え
よ
。

問
二

波
線
部「
而
欲
自
比
于
鴻
、
不
亦
愧
乎
」を
現
代
語
訳
せ
よ
。（
文
末
の
引
用
の「
と
」は
不
要
。）

問
三

傍
線
部「
得
無
類
乎
」に
つ
い
て
、
張
子
が
そ
う
考
え
る
理
由
を
説
明
せ
よ
。
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